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て『施設職員の態度』、『施設環境の快適さ』、『食事に対する配慮』の 3 因子（12 項目）による因子
構造を仮定し、構造方程式モデリングを用いた確認的因子分析を行い、データに対するモデルの適合
度について検討した。その結果、「領域別満足度」が『施設職員の態度』、『施設環境の快適さ』、『食
事に対する配慮』の 3 因子で構成されていることの構成概念妥当性が確認された。第 3 章では、特
養入居者の施設サービスに対する「総合的満足度」（7 項目）の因子構造を明らかにすることを目的
とした。探索的因子分析の結果を受けて『入居後の肯定的な変化に対する満足度』、『施設全体に対す














































 第 4 章では，入居者の施設サービスに対する「領域別満足度」の各下位領域が「総合的満足度」
に与える影響の大きさを明らかにすることを目的にし、「領域別満足度」の各下位領域を独立変数，
「総合的満足度」を従属変数とし，入居者の基本属性を調整変数とする多重指標モデルを構築し，構
造方程式モデリングを用いてデータに対するモデルの適合度と各変数間の関連について検討してい
る．その結果，『施設職員の態度』や『施設環境の快適さ』領域から「総合的満足度」へのパス係数
は有意であるが、『食事に対する配慮』領域から「総合的満足度」へのパス係数は有意ではなく、「総
合的満足度」に対する「領域別満足度」の各下位領域および調整変数の説明率は 93.3％と極めて高
い結果を示した。 
 終章では、以上のような分析結果をもとに、入居者のサービス満足度評価に着目した援助実践につ
いての提言を行っている。「総合的満足度」を向上させるための援助実践としては，施設職員は入居
者との間に良好な関係を形成することが極めて重要であり，そのためには入居者に対して傾聴的かつ
共感的態度で接すること，入居者のプライバシーを保護すること，そして入居者から信頼されること
の重要性を十分に認識して援助実践を行うことを提言している．また、施設経営者には入居者が施設
で快適に暮らせるための環境整備に対して十分に配慮することも提言している． 
特別養護老人ホームでの入居者の満足度に関する評価尺度や満足度の構造を明らかにできたこと
が高く評価でき、本申請論文は博士（学術）に値する。 
